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9.3℃ 低かった。同様に、夏では冷帯地域で 16.6℃であり、温帯地域よりも 10.3℃、亜熱帯地域よりも
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温帯よりも 4.1℃、亜熱帯よりも 9.3℃低いこと、同様に、夏では冷帯で 16.6℃であり、温帯よ
りも 10.3℃、亜熱帯よりも 14.3℃低いことを明らかにしている。また、冬の各地域の平均着衣量
は、冷帯で 1.63 clo、温帯で 1.32 clo、亜熱帯で 1.15cloであり、同様に、夏では平均着衣量は、
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濃度を 10 分間隔で測定した。 
 
室温は、冷帯で 8.0℃、温帯で 13.9℃、亜熱帯地域で 12.8℃、であり、ASHRAE の快適範囲の基準
を下回っていた。各地域の室温は外気温に関係がある。 
日平均エネルギー消費量はそれぞれ 37、30、20 MJ /人だった。  
 
3 つの地域に住む人々は、主に調理と暖房を薪に依存している。一人当たりの総エネルギー使用



































第 2章では、住宅の室内温熱環境について述べている。本調査は、2018年の冬季に 3 つの気候地
域の 516 世帯で実施している。室内熱環境の測定は各地域の 3 つの住宅において、室温と相対湿


















































状態の申告調査を同時実施し計 36154 ケースの申告データを収集した。 
エアコン使用と窓開閉の相互関係を基に 窓とエアコン冷暖房のモデル統合を行った。得られた
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度な暖房使用は 1%未満、過度なエアコン冷房使用は 4%に達することを明らかにしている。 
 

















2017 年に発表された国連の予測によれば、現在12 億人いるアフリカの人口は 2050 年には25 億
人に達する可能性があり、4 億人を超えるナイジェリアでは 2050 年には世界第 3 位の人口になる
と予測されている。経済面では、2017 年に発表された PWC のレポートによると、2050 年にはア
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に解析した。従来の手法では 2～5 地域を対象としていたところを本研究では 20 地域に区分する
ことで大幅に地域分解能を向上させることに成功した。人口密度の高いナイジェリアやエジプト
























































行う。評価手法は、第 2 章で示す LCA評価手法を用いる。特に本研究は、評価範囲の広い産業を
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光業全体を対象に分析した結果、CO2 排出量は 1.36億トンで日本全体の排出量のおよそ 1割を占
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各地域の室内グローブ温度が下がると、寒い側の申告の割合が増加する。平均快適温度は、冷帯、













































地域でそれぞれ 17.2 ℃、20.9 ℃、21.7 ℃であり、快適温度に地域差が大きいことを示してい
る。 
 
第 6章では、住宅の温熱環境について述べている。冷帯、温帯、亜熱帯地域の平均室温は 10.9ºC、
18ºC、20ºCであり、平均快適温度よりもそれぞれ 6.3ºC、2.9ºC、2ºC 低いことから、熱的快適性
を実現するために室温を上げる必要があることを考察している。 
第 7章では、住宅の温熱環境改善について述べている。単純な熱収支モデルに基づいて断熱・気
密化を行って室温を予測すると、室温が基本モデルより 1.1～1.8℃上昇し、これは 10～20％の省
エネルギーに相当すると明らかにしている。 
 
第 8章では、各章で明らかになったことを要約して結論としている。 
 
以上のことから、農村部の世帯では多くの薪を使用しており、ネパールの電力使用率は世界で最
も低いことを示している。電化製品の利用もかなり低い実態が明らかにしている。冷帯地の居住
者は現在の室温に満足していないことから、断熱・気密化は室温上昇に効果的であることを示し
ている。 
 
ネパールの住宅のエネルギー使用・温熱環境、居住者の快適温度などの地域差を明らかにし、断
熱・気密化による室内温熱環境の改善を示した本論文は、住宅で快適な室内熱環境を実現し、エ
ネルギー使用の少ない住宅計画に資するところが大きく、また、建築環境工学の発展に寄与する
ところが大きいと考えられ、博士（環境情報学）の学位論文に値するものと判断する。 
